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比較モデル

近くに寄って見るとその差
が顕著に分かる。まったく
革が擦れていないヴァンプ
部分での比較だが、左の通
常モデルはブラックで右の
茶色い銀面は茶色く輝く。
これは何かしらのイレギュ
ラーによって誕生したレア
モデルなのではないか？と
いう仮説が浮かぶ。

プリントで表現されたタグ
に記された「PT91」の文字。
PT91と呼ばれるモデルで
も、年代によっては刺繍タ
グのモデルも存在する。

つま先やヴァンプ部分を見れば、銀面が茶色いことがお分かりいただける
だろう。特につま先部分はほとんど履き込まれておらず、革が擦れた形跡も
ないのに茶色い。つまり銀面（＝革の表面）自体が茶色いことの証である。

シャフトの内側に「RED 
WING」の文字が刻印され
ているのも特徴。このディ
テールの有無で「刻印アリ」

「刻印ナシ」と差別化される。

革の裏側まで茶色くなって
いることも茶色い銀面モデ
ルの特徴だ。通常のモデル
ではもっと黒い色になって
いる。謎は深まるばかりだ。

問い合わせ先：HOPES MORE　TEL03-6413-8683　http://www.hopesmore.net/

RED WING／2268
参考商品

RED WING／2268
4万9800円（サイズ：8D）

1994年製のPT91モデル。写真を見ればお分かりの通り、あ
まり履き込まれていないにも関わらず、表面は薄っすらと
茶色に輝いている。茶芯と言われるように芯が茶色いので
あれば、履き込んで表面が擦れないと茶色は出てこない。
福嶋氏が茶色い銀面モデルの存在を気にする由縁である。

右ページで紹介している茶色
い銀面モデルとの比較用とし
て、1997or98年製のPT91を用
意した。より公平性を保つため
に、こちらもあまり履き込まれ
ていない同一コンディション
のブーツをチョイス。

ホープスモアの福嶋紀彦氏。日本で一番ヴィンテージのレッド・ウィ
ングを見てきた男と言って間違いないだろう。茶色い銀面モデルの存
在に関しては慎重な姿勢を見せていたが、ブロスの誌面のために個人
的見解を語ってくれた。

右は福嶋氏が履きこんだ2268
で、左は同モデルの履き込まれ
ていないモデル。履き込むとい
うことが、レッド・ウィングの
ブーツをもっともカッコよくす
る一番の近道であることを教え
てくれる。

日本手拭いは非常に目が細かいので、ゴシゴシ磨いても
糸くずがブーツに付着しない。特にオイルを付ける必要
もなく、ひたすら磨くのみだ。

タグはプリントから刺繍タグへと変更されて
いるが「PT91」の文字は健在。この写真かえを
見るとシャフト内側の革裏側がブラックに
なっていることが分かる。右ページの茶色い
銀面モデルでは茶色くなっていたが……。

写真右側が茶色い銀面の
モデル、左が通常の2268。
並べて比較してみると、茶
色い銀面と呼ばれるモデ
ルがいかに茶色いかがお
分かりいただけるだろう。
つま先からヴァンプ、シャ
フトに至るまで全体的に
茶色掛かった色味になっ
ている。写真では見づらい
が、革の断面部分も茶色い
銀面では茶色、通常モデル
ではグレーっぽい色をし
ていることが確認できる。

写真はホープスモアの福嶋氏が約7年間履き込んだ
95or96年生産の2268、PT91・プリントタグである。福嶋氏
が日常的に履き込んでおり、オールソール交換のほか、中
底交換、腰裏交換、バックステー三角ステッチと言ったカ
スタムが施されている。

ホープスモアの福嶋氏も、お客さんに教えられ試し
てみたらあまりの効果に驚いたというメンテナン
ス法。それは日本手拭いで磨き上げるという簡単な
方法だ。特にオイルを付けることもなく、ただ日本
手拭いでゴシゴシと磨き込む。するとみるみるうち
にビカビカの光沢が蘇ってくるのだ。ぜひとも実践
してみて欲しい。

95年製の2268、PT91のプリ
ントタグ。このモデルもガン
ガン履き込んで行けば福島
氏のブーツのような迫力あ
る姿になるはずだ。サイズは
9Dで4万9800円。

数多く存在するレッド・ウィングのなかでも、
漆黒の2268エンジニアブーツは別格と言え
るほど人気が高く、ヴィンテージブーツ専門
店のホープスモアでも主力モデルとなってい
る。その2268のなかで極稀にブラウンに輝
くブラックレザーのモデルが確認されている。
ネットでは「茶芯」と呼ばれているこのモデル
に関して、ホープスモアの福嶋氏が
自らの見解を話してくれた。
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2268を紐解く
茶色く底光りするレアモデル解明への探求…通常モデルと比較すれば

その差は歴然 こ
の
茶
色
い
輝
き
の
謎
に
迫
る
！

福嶋氏の相棒ブーツ拝見

ブーツ磨きには
日本手拭いが役に立つ！

これが元のモデルだ

リウェルト＆ダブルステッチ、フロ
ントダブルミッドソール化。ソール
はビブラム＃705ブラウンに交換
し、ブラウン仕上げを施している。

バックステーのステッチを二重に
し、さらに三角ステッチを追加する
ことで強度を高めている。

向かって左側が日本手拭いで
磨いたブーツ。その光沢感の
違いは歴然。ぜひとも自宅に
ある日本手拭いを出してき
て、愛用のブーツを磨いてみ
て欲しい。


